
○女性の就労状況
▶全国有数の温泉地を抱えて年間200万人の宿泊客がある中、宿
泊・飲食業に従事する人の割合は13％で石川県内で最も高く、そ
こに従事する女性は多い。
▶女性の生産年齢人口（18,735人）に対する就業者数（13,557人）の
割合は72.4％で、石川県の68.6％、全国の59.3％と比べて高い。
（H27国勢調査）

地域の実情と課題

○女性活躍 絆・つながりサポート関係者連絡会
▸ 実施主体 ：加賀市
▸ 委託先 ：NPO法人かもママ、社会福祉法人伊奈美園
▸ 連携団体 ：加賀市社会福祉協議会、加賀市各種団体女性連
絡協議会、加賀市教育委員会、加賀看護学校、学校法人アリス学
園加賀校

連携団体

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は未だ収まらず、市内の宿
泊・飲食業に従事する人は苦しい生活を強いられている。
今後も就労支援、不安や孤独を感じる女性への継続したサポート
により、市内の就業状況の改善が必要である。

今後の課題

○事業目標(全体)
NPO法人等が行った、本事業の趣旨に関連した相談・対応等の延
べ回数 （アウトカム） 目標50回 結果219回

事業の効果

女性活躍絆・つながりサポート事業【加賀市】

○事業目標(全体)
NPO法人等が行った、本事業の趣旨に関連した相談・対応等の延
べ回数 （アウトカム） 目標50回 結果219回
○事業KPI（全体）
相談窓口の周知と併せた生理用品の提供で連携した団体等の数
（アウトプット） 目標30件 結果31

目的・目標

不安や課題を自分だけで抱え込んでいた女性に対して、NPO等の
ネットワークを活用して、相談できる先が存在することを広く周知す
ることにより、実際の相談につなげ、そのような女性への支援につ
なげた。
「生理の貧困対策」は、教育委員会とも連携して児童・生徒も対象
とするほか、市内の看護学校や留学生の多い専門学校の生徒へ
も行き届くことに配慮して行った。

事業の特徴



事業の概要

委託先のNPO等が作成した
親しみのあるリーフレットと相談カードを活用

・女性が一人になりやすい美容室、商業施設、スーパーマーケット
に配置
・市内の高等学校、中学校、小学校(高学年)、看護学校、専門学
校で全ての女性の生徒へ配布

・民生委員、児童委員へ案内し、周囲で不安や孤独を抱えている
と思われる女性へ案内を行った。
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